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１．はじめに 

 橋梁のコンクリート床版の健全度評価手法は，ひび割れ密度法，遊離石灰法等の目視による点検手法が用い

られている．しかし，これらの手法はひび割れ等のスケッチが煩雑であり，また床版補強における事後検証が

不可能であるという問題を含んでいる．そこで，床版の剛性に着目し床版の動たわみを測定することにより，

床版補強効果の検証を可能にする床版の健全度評価手法について検討したので報告する． 

２．たわみ測定 

 測定方法は，図 1に示すように主桁

に梁を固定し，その梁にひずみ計を設

置することにより床版支間中央部のた

わみを測定する方法とした．測定の対

象とするたわみは，測定を行う際に高

速道路の交通規制を全く必要としない

一般車交通流による動たわみとした．

なお，測定時間については 24時間連続

測定とした． 

３．データの分析 

1) 24時間測定結果による床版たわみ値をピークバレー法により分析する． 

2) 1)で分析した結果からマイナスで示される床版の浮き上がり分を控除した後，たわみ値の大きい方から累積 

 百分率に整理する． 

3) 累積百分率で整理した結果から，過積載車両等による特異値の影響を排除した荷重の大きい方から 10％， 

 中間値である 50％の荷重に相当するたわみ値（以下それぞれ「δ10」，「δ50」という）を算出する． 

 ピークバレー法による分析結果及び累積百分率での整理結果例をそれぞれ図 2,3に示す． 
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図１ たわみ測定方法 

ひずみ計 

  床版   舗装面 

図２ ピークバレー法による分析結果 
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図３ 累積百分率での整理結果 
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４．床版の健全度評価手法 

 一般車交通流による動たわみから床版の健全度を評価するにあたり，床版の終局状態と比較したものを指標

値とすることとした． 

 終局状態は，床版のひび割れが中立軸に達する使用限界状態の 2倍の相対たわみ差(δ10－δ50)を発生する場

合と仮定した．ここで使用限界状態の健全度は有限要素法による解析結果から使用限界状態の床版健全度係数

(Asr)を 17.5×10-12 (mm-2) とし，終局状態の床版健全度係数(Asf)はその 2倍の 35×10-12(mm-2)とした．この Asf

と測定時における床版健全度係数(As)との比をとることにより床版健全度 A(s/sf)(=As／Asf)を表現することとし

た． 

 これを基に，３．で整理した相対たわみ差(δ10－δ50)を用いて床版健全度A(s/sf)は次式で得られると考えた． 

  A(s/sf)＝1.7×1017×(δ10－δ50)／(d×L)3  

    ここに d：床版の厚さ(mm)，L：床版支間長(mm) 

 床版増厚工事前後の健全度調査位置を図 4に，増厚工事による補強効果を表 1及び図 5に示す． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．まとめ 

○一般車交通による動たわみ測定を用いた本手法は，鋼橋の RC床版の増厚工事による床版補強効果を定量的 

 に検証することが可能であり，床版の健全度を評価する有効な手法と考えられる． 

６．今後の課題 

 本検討は，鋼橋の RC床版を対象としたものであり，床版断面を長方形近似しているため，PC橋のような複

雑な断面を持つ橋梁には適用できない．今後研究を重ねることにより，これらの問題を解決するべく検討を続

けていく予定である． 
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調査位置 
補強効果 

床版健全度（増厚前/増厚後） 

ａ １．７ 

ｂ ２．１ 

ｃ １．７ 

ｄ １．４ 

ｅ ２．０ 

ｆ １．５ 

平均 １．７３ 

表１ 床版増厚工事による補強効果 

図５ 床版増厚工事による補強効果
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図４ 増厚工事前後の健全度調査位置 
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